云 ふ 程に は 非る も 何時 重大に 変ずる や 知る 可から ず 

仏国 東洋 艦隊 司令官 は 今や サイ ゴ ンと 電信の 往復 頻 

繁 なり (四月 十九 日 瓜哇ホ ノル ヽ港 発電) 

此の 驚く ベ き 飛電に 次で 更に 更に 驚く ベ き 事件 は 吾人 

の最 信頼せ る 時事 日報に 依て 伝 へられたり 日く 

ホ ノル ヽ発 昨朝 五 時 を 過る 頃 戦闘 艦三隻 装甲 巡洋 

艦 十 一 隻及其 他 若干の 水雷艇 並に 水雷 駆逐 艇 よりな 

る 仏国 東洋 艦隊 は 急に 当 港 を 抜錨せ り 之と 同時に 我 

太平洋 艦隊 も 又 港外に 進めり 是 等の 運動の 目的 は 

更に 知れざる を 以て 驚く ベ き 流言 百出 し 当地 は 今 混 

乱 を 極め をれ り 



を 測量し つ ゝぁリ (上海 電報) 

〇 仏国 地中海 艦隊 亜 丁 附近に あり (同上) 

〇 仏国 陸兵 三 万 サイゴンに 輸送 さる (同上) 

〇 サイゴン。 アン ピン。 間の 海底 電線 は 全く 切断せ 

られ たり (サイゴン 特派員 発) 

此三 四日 来 飛電の 驚くべき もの 続々 として 来れり 其 重 

大 なる もの を 上れば 

水曜日 午後 オステン ド発 仏国 駐箚 日本 公使 は 急に 

当地に 着したり 彼 は 昨夜 睡眠 中二 時間 内に 巴 里 を 

引 払 ふべき 訓令に 接し 守兵に 擁せられて ベル ギ ー の 

国境 を こ へ それより 特派の 汽船に て 英国に 向て 発し 



附随 

アン トヮ— プ発 ベル ギ— は仕義 によりて 兵 を 出し 

仏国との 国境 を 守る ベ し 

ブラッセル 発 一大 変 報 は 東より 来れり 

曰く 日仏 艦隊 ホ ノル、 港外に 於て 衝突 を 始めたり 其 

詳報 は 接する 由な し 開戦の 宣告 は 疑な く 東京に 向 

て 発せられ たる 也 そ は 午後なる もの、 如し 仏 京に 

於け る 人心の 激昂 は 非常 也 

一 九 二 六 年 四月 二十 三日 宣戦の 大詔 下り (日本 は) 自 

由 行動 をと る 旨 を 各国に 発表せ リ 太平洋 艦隊 本国 政 

府の命 をう けて 正に 帰航 せんとす 仏国 東洋 艦隊 亦 本国 



砲撃せ しも さした る 損害 を 能 ふる 事 不能 此間敵 は 終 

始 砲撃 を 加へ しかば 我 「夕 張」 は 吃水 線 下に 一 弾 を 蒙 

りて 遂に 轟沈せ り 続て 桜 山 も 敵の 潜航艇の 襲 ふと こ 

ろと なり 「夕 張」 と 運命 を 同じく せり 

四 

砲撃 正に 酣 にして 「石 狩」 大破 をう けて 沈む 両 艦隊 

は 転じて 同 方向に 向て 走り 彼我 相 並行して 進みつ ゝ互 

に 砲丸 を 交 ゆ 此時 「淡水」 の 放ちし 巨丸ジ ヤン バ— 

ルに 命中し 火災 を 起し 遂に 沈めり 砲撃 は 五 時 (午後) 

一 一十 分 を 以て 漸くに 完リ我 艦隊 は 全力 を 挙げて 敵の 重 

囲 を 破り 西北に 向て 逃走せ リ 敵艦隊の 追撃 頗急 なり 



しも 殿 艦 「天草」 よく 戦 ひ 之 を 撃退せ り 右 不敢取 報告 

す. 

一 九 一 一六 年 四月 一 一士 一日 

日本 太平洋 艦隊 司令官 報告 

悲 むべき 哉 開戦 劈頭の 一戦 見事 我 大敗に 期せり 如何 

に 仏国 艦隊の 優勢な りしに せよ 我 は 正しく 彼の 為に 一 

大 汚辱 を 蒙りし もの 也 此 一大 汚辱 は 何 を 以て か 之 を 

晴 すべき 他な し 只 戦捷の 二字 あるの み 今や 我 海軍 

は 彼の 為に 一 大 打撃 を 加 へられたり 此 一 大 打撃 何を以 

て か 之に かへん 他な し 只 「復 謦」 の 二字 あるの み 

時事 日報に 掲載 せられし 海戦の 実験 談てふ もの 比較的 



いで 波 は 三十 呎程も 高く 艦の 進行に は頗 困難であった 

強風 荒濤を 犯して 艦隊 は 約 十八 節の 速力 を 以て 進行し 

たが 何分 前に 云た 様な 仕義で 進行が はかどらない 

兎こう して ゐる 中に 遙か 右側の 海上に 艦 影が 二 つ 三 つ 

見 へ 出した 見る と 仏国 東洋 艦隊 それで ある 三色旗の 

片々 として 翻へ るの も 見へ る 艦 員 一同の 肩 は 昂た血 

は 沸た 肉 は 躍た 骨 は 鳴た しかし 此処で 戦 ふ 訳に は 行 

かぬ 我 艦隊 は 至急 帰航と 云 ふ 任命 をう けて ゐる 避ける 

だけ 避けねば ならぬ 否々 決して 逃れる ので はない 任 

務の 為に 避ける ので ある 〔#1 字 アキ か 改行 か 判然せ 

ず〕 我 艦隊 は 全速力 を 以て 〇〇〇 の 方面に 進 だが 敵 も 



又 全速力で 我 艦隊と 同 方向に 進み n 形 をな して 進 だ 

敵 は 早く も 陣形 を 変じて 我 中腹に 向て 進行して 来たの 

で 彼我 正に 一 大 コム パス 形に なった 続て 一 大 コム パス 

形 は 一 大 T 字形と なった 我 は 横に 走り 敵 は 縦に 進む 我 

軍に とって は 非常な 不利で ある 我 司令官 も それ を 見 

て 急に 右折して 又 一 大 コンパス 形に なって こゝ で最激 

烈な 砲火が 開かれた 

敵 は T 形に なった 時もう この 機に乗じて 右舷 速射砲 を 

乱射した ので 我 軍の 損害 は 非常であって 自分の 乗艦 

「石 狩」 杯 は ハッチ を 微塵に うちくだかれ 檣楼も 破ら 

れる 甲板もう ちぬ かれる と 云 ふ 仕 末で ある 此時 最も 



嘖々 たる 上滝嵬 氏に して 之 を 上 滝 式 防弾 鉄と 名 づけた 

り 夫と 同時に 又 驚くべき 強力の 巨砲 を 発明せ る 軍人 

あり 之 先に 海外に 留学し 来りし 陸軍 少将 斎 藤 秀郷君 

なり この 巨砲 はよ く 五 里 以上 十 里 以下の もの を 粉砕 

する 事 を 得べ く 斎 藤 砲の 名ぁリ 云々 兎に角 喜ぶべき 

報知なら ず や 吾人 は 刮目して 其 将来 を 眺めん 哉 

氺氺 * 

中央 新報 号外 を 出し て 日く 

仏艦 瓜哇を 占領す 仏 艦隊 海戦に 勝利 を 得た るより 

横暴 日に 甚 しく 遂に 瓜哇を 占領して 大 惨殺 を ホノ 

ル、 巿 民に 与へ たり 加 之 東洋 トラストの 巨人 



野 口 真 造 氏の 所有 船 小 松 丸 を 撃沈し 西 尾 ライス 商 

会主の 持 船 を 奪 ふ 杯 不法の 振舞 多し 

日仏 戦史 

近代の 大 文豪 其 名 海内に 轟け る 芥川龍之介 (ェへ ン) 

氏 は 早稲 田の 別邸に 引 こもり 大日 仏 戦史 著作 中な り 

挿画 は 一 切 棚 橋 弟 丸 画伯に 一 任す ると 

憎むべき 仏 探 

憎む ベ き 仏 探 杉 浦 与四郎 昨日 捕縛 咄 人非人 

空前の 大 発明 

大 軍医 吉田春 夫 氏 あらゆる 病患 を 癒すべき 薬品 を 発 

見す 原名ョ ー クオ ッ コルと 云 ふ 由 空前の 大 発明 也 



「を ゝをゝ 快哉」 我と 我 声に 驚て 見れば 之 南柯の 一 夢 

春風 面 を 撫で ゝ 庭前の 梅花の ちる 事 雪の 如し (おはり) 

是非 御 批評 を 乞 

実 四 頁 迄 は 真面目に かいたの だが ちと 訳が あつ 

て 以下な ぐリ 筆に して 書き をく る 

君の 従順なる 

Mr. S. Noguchi R. 
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